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甘か
ん

藷し
ょ

先
生
と
称
さ
れ
た
青
木
昆こ
ん

陽よ
う

が﹃
蕃ば
ん

藷し
ょ（
薯
）考こ
う

﹄を
刊
行
す
る

以
前
に
、
幕
府
は
農
民
に
甘
藷
の

栽
培
を
奨
励
し
て
い
る
。
足
立
郡

大
門
宿（
さ
い
た
ま
市
）に
は
、
享

保
七（
一
七
二
二
）年
の
甘
藷
試
作

の
代
官
へ
の
報
告
記
録
が
遺の
こ

さ
れ

て
い
る
。
甘
藷
二
〇
箇こ

を
植
え
、

二
箇
が
発
芽
し
て
蔓つ
る

が
一
尺
ほ
ど

伸
び
た
が
、
他
は
腐
食
し
た
と
い

う
報
告
で
あ
る
。
享
保
十
五（
一

七
三
〇
）年
の
高こ

麗ま

郡
小こ

瀬せ

戸ど

・

小こ

岩い
わ

井い

村（
飯
能
市
）で
は
代
官
の

勧
め
で
甘
藷
を
作
付
け
し
た
が
、

枝
葉
ば
か
り
伸
び
て
根
に﹁
実
﹂が

で
き
な
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ

る
。
二
つ
の
試
作
例
の
栽
培
法
は
、

直
接
種
芋
を
畑
に
植
え
、
発
芽
し

た
蔓
を
切
り
取
っ
て
畑
に
挿
し
て

い
る
。
蔓
を
畑
に
植
え
る
の
は
陽

暦
の
八
月
ご
ろ
に
な
り
、
根
に
甘

藷
が
実
ら
な
い
う
ち
に
冬
の
到
来

と
な
る
。
九
州
な
ど
の
暖
地
な
ら

格
別
だ
が
、
寒
い
関
東
で
は
収
穫

は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。﹃
蕃
藷
考
﹄の
栽
培
法
も
同
様

な
の
で
、
昆
陽
の
仕
法
で
は
関
東

の
寒
地
で
は
収
穫
で
き
な
い
こ
と

に
な
ろ
う（﹃
上
尾
市
史
調
査
概
報

３
﹄）。

　

と
こ
ろ
で
上
尾
市
域
の
中
分
村

矢
部
善ぜ
ん

兵べ

衛え

家
で
は
、
天
保
六

（
一
八
三
五
）年
か
ら
甘
藷
を
二

～
三
反
歩
と
大
量
に
作
付
け
し
て

い
る
。
こ
こ
で
の
生
産
は
、
甘
藷

苗
を﹁
苗
床
﹂で
発
芽
さ
せ
、
陽
暦

の
五
月
下
旬
に
は
苗
を
畑
に
植
え

て
い
る
。
こ
の
時
期
に
苗
を
植
え

れ
ば
、
秋
に
は
根
に
十
分
甘
藷
を

実
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

な
る
。﹁
苗
床
﹂で
早
期
に
発
芽
さ

せ
る
仕
法
は
、
農
民
の
知
恵
で
発

明
さ
れ
た
も
の
で
、
昆
陽
の
著
書

に
は
な
い
栽
培
法
で
あ
る
。
こ
の

事
例
で
は
、
幕
府
の
不
見
識
が
農

民
を
困
ら
せ
失
敗
し
た
施
策
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る（
前
掲
書
）。

　

江
戸
時
代
前
期
の
菜
種
生
産
は

西
国
が
中
心
で
、
江
戸
の
灯
火
原

料
の
菜
種
油
は
大
坂
か
ら
移
入
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
災
害
時
に
輸

送
が
途
絶
え
る
と
、
菜
種
油
は
値

上
が
り
し
て
江
戸
町
民
を
困
窮
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
幕
府

は
、享
保
十
四（
一
七
二
九
）年
に

関
東
で
の
菜
種
栽
培
奨
励
策
を
打

ち
出
す
。
翌
享
保
十
五
年
に
は
、

武
蔵
国
足
立
郡
で
も
栽
培
推
進
の

世
話
役
が
任
命
さ
れ
る
。
足
立
郡

上
尾
以
北
の
村
々
で
は
、
南
村
名

主
須
田
治
兵
衛
が
世
話
役
に
な
っ

て
い
る
。
治
兵
衛
は
、
幕
府
の
指

示
に
従
い
種
を
配
り
栽
培
を
促
し

た
と
見
え
、
各
村
々
か
ら
栽
培
の

結
果
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
報
告
書
で
は
、
ほ

と
ん
ど
の
村
が
菜
種
は
冬
の
寒
さ

に
枯
死
し
、
収
穫
は
皆
無
で
あ
る

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
翌

年
も
同
様
で
、
関
東
で
は
栽
培
は

無
理
で
あ
る
と
村
々
は
訴
え
て
い

る
。
こ
の
報
告
を
み
る
と
、
幕
府

が
農
民
の
利
益
も
考
え
ず
強
行
し

た
こ
と
が
失
敗
の
原
因
で
、
農
民

た
ち
も
幕
府
の
指
示
に
必
ず
し
も

従
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る（﹃
上
尾
市
史
第
六
巻
通
史
編

（
上
）﹄）。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長
・
黒
須
茂
）

◆江戸幕府推奨の
　� 商品作物の不振◆

本紙は、再生紙を使用しております。

◆﹃広報あげお﹄は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅の他、市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”を利用してください。
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市の人口・世帯
（平成２５年₂月₁日現在）

22万7，５４０人
男／11万3，4６８人
女／11万4，０７２人
　※前月より1５人増。

9万４，2１9世帯

アッピーを探そう！

【賞品】正解者の中から抽選で₅人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、﹃広報あげお﹄
の感想を記入して、３月21日（木）まで（必着）
に上尾市広報課﹁わくわくクイズ係﹂へ。

あて先：〒362-8501本町3-1-1
メールアドレス ： ｓ55000＠ｃｉｔｙ.ａｇｅｏ.ｌｇ.ｊｐ
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせて
いただきます。　※正解は₄月号のこのコー
ナーで。前号の答えは﹁₉﹂でした。ご応募あ
りがとうございました（応募者４8人）。

勉強中のアッピー（右のイラスト）
が登場するのは■？ページ

※﹁古文書にみる宿場と村の生活﹂は今号で終了です。次号からは新シリーズを連載します。お楽しみに…。


